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平成２７年第１１回田原市教育委員会定例会会議録 
 

１ 開会 平成２７年１１月２０日 午前１０時００分 

 

２ 閉会 平成２７年１１月２０日 午前１１時５０分 

 

３ 会議に出席した委員 

花井 隆教育長、横田 威委員、金原真人委員、 

山本明子委員、土井真紀江委員 

 

４ 会議に欠席した委員 

  なし 

 

５ 会議に出席した職員 

教育部長               前田和宏 

教育部次長兼図書館長         豊田高広 

教育総務課長             鈴木 努 

  学校教育課長             鈴木欽也 

  スポーツ課長             大羽耕一 

  文化生涯学習課長           鈴木洋充 

教育企画室長             三竹雅雄 

  教育企画室主任            清水綾子 

 

６ 議事日程 

  別紙のとおり 
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田原市教育委員会第１１回定例会議事日程 

 

             日 時 平成２７年１１月２０日（金) 

                 午前１０時００分 

             場 所 北庁舎２階 ２００会議室 

 

１ 会議録署名者の指名 

 

２ 教育長報告事項 

 

３ 議題 

(1) 市議会提出案件（田原市市立学校設置条例の一部を改正する条例）に対

する意見について 

(2) 市議会提出案件（田原市市民館の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例）に対する意見について 

(3) 田原市市民館の管理運営に関する規則の一部を改正する規則について 

(4) 平成２７年度一般会計教育費補正予算について 

 

４ 報告事項 

(1) 教育委員連絡報告事項 

(2) 田原市総合教育大綱（案）について 

(3) 平成２８年度当初予算要求の概要について 

(4) 学校再編について 

(5) 小中学校への寄附について 

 

５ その他 
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 開  会    午前10時00分 

教育長 本日は、御出席くださいましてありがとうございます。 

ただいまの出席数は５名であります。 

定足数に達していますので、平成27年田原市教育委員会第11回定例

会は成立いたしました。 

これより開会いたします。 

教育長 それでは、会議規則第13条第２項の規定により、会議録署名者の指

名をさせていただきます。 

今回の署名者としては、金原委員と山本委員の御両名を指名させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 
教育長 議題に先立ち私から報告いたします。 

10月29日、教育委員さんにも御参加いただきました研究発表会が清

田小、福江小でありました。 

10月30日、31日に嚶鳴フォーラムが東海市でありまして、山本委員

さんにも御参加いただきました。 

11月に入りまして、伊良湖岬小学校で校歌・校章の披露会がありま

した。校歌の作詞・作曲はふるさと大使の太田剣さんにしていただき

ました。 

11月７日、市長、議長、県議と揃いまして、渥美農業高校祭を参観

しました。年配の方も含めて、物品販売等でにぎわっておりました。 

11月８日、福祉のつどい。ここでは衣笠小学校の江崎巡査物語を皆

さんの前で発表させていただきました。 

11月11日、東三河の教育長会議がありました。 

11月14日、小学校の学芸会があり、私は田原東部小へ行きまして、

大念仏踊りを初めて見させていただきました。今回が10回目だそうで

す。学校で学んだことを地域で披露している点について意義があると

校長が話しておりました。 

その日の午後は、愛知県明るい社会づくり推進東三河地区が田原文

化会館でありました。市議、県議、議長とともに参加しました。 

11月15日、中部・北陸実業団対抗駅伝競走大会では、トヨタ自動車

がニューイヤー駅伝に向けていい発進をしています。私も、市民の熱

い応援を受け、選手たちが一生懸命走る様子は非常にいい風景だなと

感じました。 

11月18日、田原市教育懇談会がありました。教職員の多忙化解消に

向けて協議いたしました。 

本日11月20日は、教育委員会定例会、午後には総合教育会議もあり

ますので、よろしくお願いします。 

また、11月の新聞記事のタイトルを参考にごらんください。 

中日新聞にホルトの木の話題や、東愛知新聞では、地域の今を知る

意欲ということで、田原中学校のことが２点取り上げられています。
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田原の農業、産業の様子、税金の様子等も含めて、田原市全体として

このまちはどういうまちだという視点を持つ大切さについての話題で

した。先生たちも市全体をあまり知らない面もあり、先生の多忙化も

あって、自分の授業をやることで精いっぱいの部分がありますので、

課題かなと思いました。 

東日新聞では、「130回忌記念し学外初上演」ということで、福祉の

つどいの「江崎巡査物語」が取り上げられています。 

最後に「力強い太鼓 選手を鼓舞」では、中部・北陸実業団駅伝のと

きに伊良湖岬中学校が太鼓演奏をやりました。学校の統廃合をやって

いる中で、こういうものも中学校とともに消えていくと何となく寂し

いので、次につなげられる形で学校再編が進められるといいかなと思

いながら、書かせていただきました。 

以上です。御質問はございますか。 

では、御質問等もないようですので、議題に入ります。 

教育長 初めに、議案第27号 市議会提出案件（田原市市立学校設置条例の

一部を改正する条例）に対する意見について議題とします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

教育総務課長 議案第27号 田原市市立学校設置条例の一部を改正する条例につい

て、来年４月に野田中学校が田原中学校へ統合することに伴い、市立

学校設置条例の一部を改正することについて意見を求めるものです。 

田原市市立学校設置条例（昭和39年田原町条例第10号）の一部につ

いて、別表中、野田中学校を削るというものでございます。 

もう１枚おめくりいただきますと新旧対照表がつけてございます。

来年、平成28年４月１日から施行するものでございます。 

以上です。 

教育長 説明が終わりました。御質問等ございますか。 

御質問もないようですので、お諮りいたします。 

議案第27号 市議会提出案件（田原市市立学校設置条例の一部を改

正する条例）に対する意見について、原案どおり可決することに御異

議ございませんか。 

 （「異議なし」と言う者あり） 

教育長 御異議なしとのことですので、議案第27号につきましては、原案ど

おり可決いたしました。 

続いて、議案第28号 市議会提出案件（田原市市民館の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例）に対する意見について議題と

いたします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

文化生涯学習課長 

 

議案第28号 田原市市民館の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例についてでございます。 

提案理由としましては、平成27年４月から、和地小学校と堀切小学
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校と伊良湖小学校が一緒になって伊良湖岬小学校となりました。地域

のコミュニティ団体の取り扱いについてはその後もずっと検討をして

おりまして、従来の地域を対象とするコミュニティ協議会を市のパー

トナーとして認めていくように取り扱いが決まりましたので、それに

あわせてコミュニティ協議会の主たる活動の核であります市民館につ

きましてもコミュニティ協議会の単位ごとに設置していくという方針

が固まりましたので、それに伴いまして関係する条例の字句、名称等

を改正するものでございます。 

１枚めくっていただきますと、田原市市民館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例ということで、まず本則におきまして、

この市民館の設管条例の改正を行います。 

それから附則の第２項で、関係する特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正を行うものです。 

次に、新旧対照表をごらんください。 

まず、設置及び管理に関する条例の改正でございますが、第２条第

２校中、校区市民館という名称を用いておりますが、地域の単位が小

学校区ではなくなっているので、それを地区市民館と名称を改めたい

ものでございます。 

また第３条の第２項に同じように校区市民館、校区市民館長、校区

市民館主事という字句がありますけれども、これらをそれぞれ地区市

民館、地区市民館長、地区市民館主事ということで名称を改正するも

のでございます。 

また、もう１枚めくっていただきますと、報酬及び費用弁償に関す

る条例の別表の中に校区市民館長と校区市民館主事の報酬額の規定が

ございます。 

こちらの表中の名称につきましても、地区市民館、地区市民館長、

地区市民館主事と改めるものでございます。 

なお、こちらの改正条令の施行期日につきましては、交付の日から

施行するものでございまして、この日にちにつきましては、田原市の

市民協働まちづくり条例が今回同じ議会に上がってきまして、そちら

の施行日も公布の日からとしておりますので、そうしたコミュニティ

協議会の取り扱いをそちらの条例とあわせるべく公布の日からとする

ものでございます。 

以上でございます。 

教育長 説明が終わりました。御質問はございますか。 

 では、お諮りします。 

議案第28号 市議会提出案件（田原市市民館の設置及び管理に関す

る条例の一部を改正する条例）に対する意見について、原案どおり可

決することに御異議ございませんか。 

 （「異議なし」と言う者あり） 
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教育長 御異議なしということで、議案第28号につきましては、原案どおり

可決いたしました。 

続いて、議案第29号 田原市市民館の管理運営に関する規則の一部

を改正する規則について議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

文化生涯学習課長 議案第29号 田原市市民館の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則について、提案の理由は、先ほどの設置及び管理に関する条例

と同じでございます。 

１枚跳ねていただきますと、一部を改正する規則がございます。 

変更点は、次の新旧対照表で説明させていただきます。 

第２条第２項の中に校区市民館、校区市民館長という名称がありま

すが、これらをそれぞれ地区市民館、地区市民館長。 

同じように第３条の第２項、第４条の第２項にもそれぞれ同じよう

な名称がありますので、これらを改めるものでございます。 

また、第５条につきましても、校区市民館長という字句を地区市民

館長に改めるもので、規則の施行期日は、条例公布の日にあわせて規

則の公布をし、施行をしたいというものでございます。 

以上でございます。 

教育長 説明が終わりました。御質問等よろしいでしょうか。 

では、御質問等もないようですので、お諮りいたします。 

議案第29号 田原市市民館の管理運営に関する規則の一部を改正す

る規則について、原案どおり可決することに御異議ございますか。 

 （「異議なし」と言う者あり） 

教育長 御異議もないようですので、議案第29号につきましては原案どおり

可決いたしました。 

続いて、議案第30号 平成27年度一般会計教育費補正予算について

議題といたします。 

事務局の説明をお願いいたします。 

教育総務課長 それでは、担当ごとに説明をさせていただきたいと思います。 

１枚おめくりいただきまして、歳入の予算内示書ということで、寄

附金が１件ございました。 

９月18日に田原市保美町の田中きよみ様から、ふるさと寄附金の教

育振興ということで１万2,204円の寄附がございました。 

これにつきましては、教育振興という目的で、学校の指定はござい

ませんでしたので、財政当局とも協議の上、財政調整基金等へ積み立

てを行いまして、ある程度金額がまとまった段階で、次年度以降、教

育振興に使用させていただくものでございます。 

寄附については以上です。 

学校教育課長 学校教育課から報告いたします。 

歳出予算内示書の学校教育課の中の共育推進事業でございます。 
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補正額209万2,000円で、全額国庫支出金を充てて行う事業です。 

地域と学校が協力して子どもたちの教育活動に携わるという共育推

進事業として、地域振興にかかわる活動に子どもたちが自分たちのア

イディアを生かしていく仕組みをつくるための研究を行うものです。 

具体的に福江中学校をモデル校として、今まで福江中学校が取り組

んでいた事業をそのまま生かしていくように、学校の協力も得られて

います。特に、福江中学校がある福江校区の地域活性化について、子

どもたちの視点で現状をとらえて、自分たちで考え、まちおこしに取

り組むことで、子どもたちの主体性、地域を愛する心などを育ててい

くことを目的として、福江校区の地域の人たちと協力して行っていく

活動でございます。 

具体的には、子どもたちが自分たちで考えて地域の人たちにいろい

ろな提案をしていくことや、あるいは、自分たちが育てたラベンダー

から液を抽出し、福祉施設へ持って行くなどのラベンダープロジェク

トなどの取り組みを福江校区の活動とうまくあわせて地域のお祭りな

どで活用していくなどの活動を考えております。 

子どもたちがアイディアを考えたり、あるいは講師をお招きしてプ

レゼンテーションをするための学習を行ったり、あるいは地域の方た

ち対象にまちおこしのスペシャリストをお招きして講演会を開催する

活動に取り組んでございます。 

現在の予定としては、本年度は先進地域の視察なども行いながら、

来年度も国庫支出金の見通しがついておりますので、ことしと来年に

かけて活動を深めていく計画で進めております。 

私からの説明は以上です。よろしくお願いします。 

教育長 説明が終わりました。御質問等ございましたらお願いいたします。 

金原委員 この事業は学校中心で行っていくのですか。 

学校教育課長 学校教育課が学校と協力しながら事務局となって主な事業を行って

いく予定です。 

横田委員 ことしと来年こういうような事業に関して国からお金をもらって、

200万円という大金を使っていくのですけど、ほかの小中学校について

はどう考えているのですか。 

例えば、泉小学校の焼きそばなどにも補助が出るといいと思うので

すが、どうでしょうか。 

学校教育課長 この事業とは別に共育推進事業の中で、学校を核とした地域魅力化

事業をことしもやっておりまして、泉小学校もその中で補助対象にな

っております。学校で手を挙げていただいて、こんな活動で地域と協

力して子どもたちの学習活動をやっていきたいという活動については

補助をさせていただいています。 

 来年度以降も継続していく予定で考えております。 

今回はモデル事業ということで、福江中学校区に限定しています。
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福江校区のまちをもっと活性化させたいという地域の人たちの強い願

いなどもありまして、子どもたちがそこにうまくかかわっていけるよ

うに、モデル地区として場所を限定すると活動が進めていきやすいか

なということもあって決めさせていただいております。 

 また、地域の高校ももっと元気になってもらいたいという思いもあ

りまして、この福江中学校の事業については福江高校にも声をかけて、

生徒同士の交流ができるように活動を広げることも視野に入れており

ます。 

教育長 では、お諮りいたします。 

議案第30号 平成27年度一般会計教育費補正予算について、原案ど

おり可決することに御異議ございませんでしょうか。 

 （「異議なし」と言う者あり） 

教育長 御異議もないようですので、議案第30号につきましては、原案どお

り可決いたしました。 

教育長 続いて報告事項に移りたいと思います。 

では初めに、教育委員連絡報告事項について、委員の皆さまから報

告をお願いします。 

では、横田委員。 

横田委員 10月29日、清田小学校の研究発表会に参加させていただきました。 

授業については、子どもたちは一生懸命で本当に集中してやってい

た感じがしました。 

講演をしていただいた作手小学校の小西校長先生は、算数の授業が

本当にわかりやすくとても勉強になりました。 

11月14日、南部小学校の学芸会へ行ってきました。３年生が６人、

４年生が７人で、学年単位で学芸会ができないので、合同で学芸会を

やっていました。人数が少ないので一人何役もやっていました。大き

い学校からするとなかなか役を与えることができなくて、照明の係や

音響の係とか、影で仕事を持つことが多いのですけど、小さい学校は

小さいなりに工夫してやっていると感じました。 

以上です。 

教育長 では、金原委員。 

金原委員 10月29日、福江小学校のふるさと学習の研究発表会へ行ってきまし

た。小学生が学年ごとにテーマを決めてこれまで学習してきたことを、

ブースをたくさんつくって、来客に対して説明して、非常におもしろ

いなと思いました。 

 11月14日、午前中、若戸小学校、午後、大草小学校へ行かせてもら

いました。 

若戸小学校６年生は、「走れメロス」という演目でしたけど、一人何

役もこなしておりました。「走れメロス」の場面は３部制で、主人公が

全部交替していて、これはいいやり方だなと思いました。 
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大草小４年生、「ウサギの気持ち」。これは自分たちがウサギを飼育

している課程を劇にしていて、大変興味深く見させていただきました。 

11月15日、中部・北陸実業団駅伝を近くの沿道で見させてもらいま

した。以上です。 

教育長 では、山本委員。 

山本委員 10月29日、清田小学校の研究発表会に行かせていただきました。 

子どもたちがグループをつくりながら、算数の授業でどういう解き

方をするのかなど、いろいろな工夫をしながらやっていました。すべ

ての教室で参加する子どもと見に行く先生方が楽しめる内容でした。

子どもがどのぐらい理解できるのかわからないですけど、例えば面積

を求めるときでもいろいろな方法があることがわかる内容でした。研

究発表で工夫してやることもできるんだ、勉強することはただ教えら

れるだけではないことなど、今の教育の仕方を楽しみながら見させて

いただきました。 

10月30日、31日、嚶鳴フォーラムが東海市であり参加しました。 

 11月14日、衣笠小学校の学芸会へ行かせていただきました。 

江崎巡査物語を見るのは２回目でした。福祉のつどいで上演しただ

けのこともあって、完成度がすごく高かったです。 

 衣笠小学校は人数が多いので、一人二役じゃなくて二人一役、同じ

格好をした子がぞろぞろと、２パターン出てきていました。 

このごろの学芸会では堂々としゃべる子がすごく多かったです。 

子どもにとっても、これからのいい経験になっていくのではないか

なと思います。全員があの舞台に出るのが大事かなと思いました。 

11月15日、中部・北陸実業団駅伝。私はフィニッシュを目の前で見

ていました。その日は雨も朝８時ぐらいまで降っていて、９時には晴

れていたのでよかったなと思いました。以上です。 

土井委員 10月29日、福江小学校の研究発表会に行かせていただきました。 

今回の福江小学校では、体育館のブース別に学年ごとで自分たちの

分担を決めて発表していました。低学年の子は、パソコンを使うのは

苦手だと思いますが、一生懸命大きな声でわかりやすく説明していて、

本当に立派だなと思いました。あと、のりづくりの体験を説明してい

るブース、そののりを実際に使ってお味噌汁をつくって食べさせても

らっているところもありました。 

一つの課題を一生懸命各学年でわかりやすく説明できていたので、

学校の先生たちが一生懸命指導して、子どもたちもすごく一生懸命練

習したと思うので、発表会は本当にすばらしいものでした。 

11月14日の学芸会は、息子のいる中山小学校に行かせていただきま

した。今まで見ていた中でことしは一番衣装にも先生たちが力を入れ

ていて、すごくきれいで、みんなが目立つような衣装で、毎日夜遅く

まで学校の電気がついていましたので、先生たちの努力が結果として
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出ていて、すばらしいものだと思いました。 

以上です。 

教育長 ありがとうございました。 

その他、よろしいですか。 

横田委員 教育長さんが冒頭、中学生が地域を知らないというお話もありまし

た。地域の人からの声で、地域の祭礼の日に部活動をやっている学校

があるとのことでした。これは、ある学校だけのことかもしれないで

すけど、地域で一大イベントをやっているので、子どもたちが参加で

きる体制を学校もできるといいかなと思いました。 

学校教育課長 校区や地区によっても温度差があると思われます。例えば田原まつ

りのころの田原地区では授業を短縮するぐらいです。 

教育長 続きまして、田原市総合教育大綱（案）についてお願いします。 

教育部長 前回の定例会で提案した案をまとめました。 

きょう午後の市長との総合教育会議の中で議題としておりますの

で、事前に内容をご確認いただきたいと思います。 

内容の説明をさせていただきます。 

まず策定の趣旨でございますけれども、平成26年６月に地方教育行

政の組織及び運営に関する法律が改正され、全ての地方公共団体に総

合教育会議を設置すること、また、教育、学術及び文化の振興に関す

る総合的な施策の大綱を地方公共団体の長が定めることなどが規定さ

れております。 

その中で、現在の田原市教育振興基本計画の基本理念をある程度改

定をした上で、これを田原市総合教育大綱としていきたいというもの

でございます。 

内容について少し御説明させていただきます。 

基本理念ですけども、今回「ふるさとに学び 人が輝く 田原のひと

づくり」と修正させていただいております。 

これは、大人から子どもまで、ふるさとに学び、自らを磨くことで

心豊かな人間としてきらりと輝く幸せな人生を送っていこうと願いを

込めて基本理念を少し修正させていただきました。 

次に、目指す人づくりですけども、まず一つ目、ふるさとを愛し、

たくましく生きる人を育てます。これは、前回と変わっておりません。 

２点目以降を少し変えております。２点目が、社会との絆を深め、

信頼される人を育てます。 

３点目が、ふるさとに誇りを持って世界にはばたく人を育てます。 

４点目が、夢や志を抱き、その実現に努力し、社会に貢献する人を

育てます。 

５点目が、スポーツや芸術に親しみ、心身ともに健康な人を育てま

すということです。 

以下それぞれの項目に関して４行から５行ぐらい説明があります。 
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４ページの下側に、ライフステージごとの目標ということで、家庭

教育、学校教育、子どもに関しては①のたくましく生きる人を育てる。

④の夢や志を抱き、その実現に努力し、社会に貢献する人を育てると

いうようなことがライフステージで小中学生、子どもに関する目標で

あります。 

生涯学習に関しては、子どもから大人まで各世代に応じた目標にな

りますけれども、２番、３番、５番を入れております。 

５ページ、３は重視する考え方です。修正点を少し説明しますと、

１番の地域資源を活用する。この括弧書きの中で、スポーツ、人物を

追加しております。 

２点目、読書と実体験を重視するということで読書を追加しました。 

３点目、前回は規範意識やモラルとありましたが、礼節を重んじ、

道徳を大切にすると修正を加えました。 

４点目は人とのかかわりを広げ、深めるということで変更はありま

せん。 

５点目の社会全体が協働する。これも変更点はございません。 

以上を重視する考え方としたものでございます。 

６ページ以降は参考資料です。以上でございます。 

教育長 事務局の説明がありました。御質問等ございますか。 

横田委員 ２ページ目の４番、策定に当たっての考え方の（１）の「いじめ、

ひきこもり、子育てといった視点を踏まえて策定する」と書いてあり

ますが、どこに載っているのですか。 

教育部長 策定にあたっての前段としての大きな目標ですので、実際には、い

じめ、ひきこもり、それぞれの部門別計画で書くことになります。 

教育長 いじめ、ひきこもり、子育てについては、また今後の策定にあたっ

て大事な要素になると思います。 

横田委員 ４ページ目の③の２行目真ん中から、「他の人々がそれぞれの「ふる

さと」を愛する気持ちも分かるようになるからです」とある。ここの

文体がちょっと気になります。 

それから、ライフステージごとの目標とありますが、ここの文章と

３ページ目の大きい２番の四角の文章の字句を揃えて字句の統一をし

たほうがいいと思います。 

教育部長 少し修正します。 

横田委員 ５ページ目の重視する考え方では、もう少し説明があるといいのか

なとも思います。 

教育部長 こういったものを重視しながら個別計画をつくっていこうという考

え方です。最終的には絵や図を入れて整理していきます。 

横田委員 田原市いじめ防止方針を策定していますので、それも入れてはどう

でしょうか。 

教育部長 わかりました。 
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 では、これを議題として、午後から首長さんと懇談していただける

とありがたいです。 

教育長 次に、平成28年度当初予算要求の概要について報告をお願いします。 

教育部長 最初に私から御説明させていただいて、後ほど各担当課長から説明

します。 

予算要求調書集計表をごらんください。 

平成27年度予算は前年度予算額になります。教育部全体では、31億

2,200万円余でございます。 

それに対して今年度の要求額、まだ査定前でありますけれども、要

求額が39億5,627万7,000円で、昨年より約８億3,000万円増額要求して

います。 

まず、教育部の基本方針は、ふるさと学習を中心に組み立てていま

す。渥美半島の豊かな自然と脈々と受け継がれてきた歴史と文化、地

域の人材などについての認識を高め、ふるさとへの愛着や誇りを持っ

て地域を支える市民の育成や子ども達の育成に努めるものです。 

主な取り組みについては、教育環境の整備充実、地域資源を生かし

た様々な「ふるさと学習活動」の展開、それから、ふるさとを学びに

生かした文化振興、博物館の新しい企画と文化財保護の充実、生涯ス

ポーツ社会の実現、文化施設・スポーツ施設の整備充実、それから、

「まち＊ほん 田原市生涯読書振興計画」の計画的執行でございます。 

教育長 平成28年度当初予算の要求概要について、報告がありましたが、い

かがでしょうか。 

金原委員 渥美半島駅伝については、復活するのですか。 

スポーツ課長 そういう方向で今、進めております。 

県警や、県の陸協からも声がありました。63回を数えた歴史ある大

会であり、そうした中で高校生中心で、将来の選手を育てる意味でも、

渥美半島駅伝は各高校100を超えるチームが参加して、高校生のこれま

での成果をしっかり出せる大会だと思っていますので、人を集めるイ

ベントという位置づけではなくて、高校生たちの陸上の地盤をつくる

大会と位置づけて復活を目指しています。 

教育長 予算要求用の資料の説明がありました。 

いかがですか。 

教育長 ありがとうございます。財政状況が厳しく、今後、査定等もありま

すので、順次、報告したいと思います。 

次に、学校再編について報告をお願いします。 

教育企画室長 学校再編についてお願いします。 

今年度の取組状況について、報告させていただきます。 

１点目は、野田中学校の統合についてです。平成28年４月から野田

中学校が田原中学校に統合します。通学体制につきましては、全員が

路線バスを使用して通学します。路線バス通学にあたっては、定期券
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や、路線バスの増便にかかる費用を市で負担していくものです。 

田原中学校との統合を円滑に進めるため、交流事業も行っておりま

す。10月９日に野田中学校１年生30人、10月14日に野田中学校２年生

24人が、田原中学校の合唱コンクールのリハーサルの見学を行ってお

ります。11月16日には田原中学校の部活動の見学をしています。 

ＰＴＡの統合につきましては、両校の校長先生はじめＰＴＡの方を

中心に調整を進めているものです。 

また、閉校記念式典につきましては、３月15日を予定しております。

野田中学校の体育館で、野田中学校の歩み、思い出を語る会、学校開

放などを予定しております。 

そのほか、皆さんに配付するリーフレットやクリアファイルを作成

して、現在、校区と学校で実行委員会を組織して準備しております。 

次に、伊良湖岬中学校の統合と泉中学校の再編についてです。 

伊良湖岬中学校につきましては、きょう11月20日が堀切、11月24日

が和地、11月25日が伊良湖で校区意見交換会を開催予定です。保育園、

小学校、中学校を通じて保護者に案内をし、また全世帯にも案内をし

て、４日間で校区の説明会を行います。 

現在、伊良湖岬中学校につきましては、伊良湖岬中学校統合検討委

員会を組織して会合を行い、福江中学校、赤羽根中学校の学校見学会、

両校の授業参観や部活動の様子を見学してもらっております。 

第２回伊良湖岬中学校の統合検討委員会を10月22日に開催しまし

た。地震・津波への防災対策、福江中学校と赤羽根中学校の地震・津

波への防災対策の状況について、防災対策課職員から説明をしていた

だきました。その後、４班に分かれて意見交換会を行いました。 

統合検討委員会では、さまざまな意見が出ておりました。「施設は赤

羽根中学校のほうが新しい」、「できるだけいろいろな情報を流して、

情報共有していくべきだ」、「統合は心配である」、そういった意見がた

くさん出ておりました。 

今後も、意見を聞きながら協議を進めていきたいと考えております。 

渥美地域の中学校問題については、校区会長さんから要望書が出て

いる旨を説明していく予定です。 

次に、泉中学校の再編についてです。 

泉中学校につきましても泉中学校再編検討委員会を開催しておりま

す。10月27日、第２回泉中学校再編検討委員会を行い、３班に分かれ

て意見交換会を行いました。「渥美地域の新設の中学校を早急に考えて

ほしい」、「子どものことを考えると統合を急がなくてもいい」、「統合

について結論ありきではなく、もう少し意見をよく聞いてほしい」、そ

ういった意見がいろいろと出ておりました。 

また、「自転車よりスクールバスなら心配が少ない」、「赤羽根中学校

の校舎が新しくてよいが通学手段をしっかり確保できればどちらでも
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いい」など通学方法についての質問や、「どういうふうに統合を決めて

いくのか、保護者も決められない」という御意見もありました。 

11月17日、泉校区意見交換会でも同じような意見が出ておりました。 

学校再編につきましても、本日午後の総合教育会議の議題の予定で

すので、ご承知おきください。 

以上です。 

教育長 本日の総合教育会議の中でも委員さん御自身の意見を出していただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

次に、小中学校の寄附についてお願いします。 

教育総務課長 教育総務課から寄附について御報告いたします。 

資料をごらんください。先ほど補正予算の歳入のところでありまし

たとおり、田中きよみ様から教育環境充実のために１万2,204円いただ

きましたので、12月補正で計上しまして、財政調整基金へ積み立てを

させていただくものです。 

次に、豊橋市在住の牧原與治様から、図書館用の図書充実というこ

とで、書籍「十三歳のあなたへ」という御本人様が編集されたという

ことで、サブタイトルが昭和20年８月７日の豊川の海軍工廠の悲劇で、

海軍工廠の爆撃受けたときの記録をつづったものでございます。 

次に、豊橋市の三河ミクロン株式会社様より、小中学校の花いっぱ

い運動推進並びに教育環境向上のために、草花用の土を市内の小中学

校、保育園や幼稚園にも寄贈いただいております。これは平成５年か

ら継続しているものでございます。 

以上で、寄附についての報告とさせていただきます。 

教育長 何か御質問ありますか。では、連絡事項に移りたいと思います。 

文化生涯学習課、お願いします。 

文化生涯学習課長 お手元にチラシを配らせていただいております。 

11月22日、シェルマよしごで縄文まつりを開催します。また、冬の

特別体験講座も企画しています。12月13日、「野山のつるでのカゴづく

り」、２月７日、「貝のおひなさまをつくろう」や、12月22日から１月

31日までの間で「勾玉つくり」をやっております。 

それから12月19日、渥美文化会館の文化ホールで森公美子コンサー

トが予定されております。こちらは宝くじ文化公演です。最後、２月

11日、名フィルのコンサートがあります。こちらも渥美文化会館の文

化ホールで予定しております。こちらは、あいちトリエンナーレの地

域展開事業として開催されるものです。よろしくお願いいたします。 

スポーツ課長 続きまして、スポーツ課から、先週日曜日の中部・北陸実業団駅伝

競技大会の結果について御報告いたします。 

期待どおり、トヨタ自動車が優勝、それから北陸実業団ではＹＫＫ

が優勝しました。 

12月13日には、ヤクルトの小川選手によるトークショーが予定され
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ています。ライアン小川がセリーグ優勝したということで、凱旋で帰

ってきます。前日の土曜日には野球教室を行った上で、日曜日には、

ヤクルトのほかの２投手と合わせて３人のトークショーがありますの

で、よろしくお願いします。 

以上です。 

教育長 その他いかがでしょうか。 

ないようですので、本日の議事等すべて終了いたしました。 

御協力ありがとうございました。 

これをもちまして、田原市教育委員会第11回定例会を閉会させてい

ただきます。 

 閉  会    午前11時50分 

 


